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近畿大学奈良キャンパスにおける放棄棚田の

現状とその修復

奥村 博司 ･畠山 元*･山地 弘起 ･石賀 伸太郎 ･若月 利之
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1.
日 的 は､コンクリー トの護岸を持ったよくある風景を

持つ川である｡下流には親水を目的とした多自然

近畿大学奈良キャンパスは奈良市の南西端に位

置し､大阪府との境界である生駒山地の東に並列

する矢田丘陵の東斜面に立地する (図 1)｡矢田

丘陵は断層構造を持っており､その西斜面は険し

く､比較的なだらかな東斜面とは好対照な地形を

工法的な構造物もあるが､コンクリー ト製である

ことに変わりはない｡富雄川は上流の高山溜池に

源を発 し大和川に合流する一級河川であり､かつ

てはその両岸には多数の支川が存在していた｡富

雄町史によれば､富雄地区だけでも､たとえば､

ha0

81
-
06

示 している｡キャンパスは約 9 余の広さを持

ち､標高 1 0mの中心地から､さらに 100 

中谷川､深谷川､東谷川､山EE]川､西谷川､ウト

ロ川､新田川-･､とその多 くが谷や田の字を持

mの高度差を持つ裏山が続いている｡キャンパス

内には多くの沢が存在し､キャンパス内の調整池

や富雄川に注ぎ込んでいる (図2)Q

日本書紀の昔に遡って､ナガスネヒコの金鳶の

故事にちなんだ地名を冠する富雄川は､現代で

つ支川が流入し､｢仙 (ソマ)｣という薪炭林に関

連した名をもつ支川である仙ノ川や多くの溜池と

ともに､あたり一帯に里山～溜池～水田 (谷地)

からなる一大農業生産システム (里地 1))を構成

していた｡そして､富雄地区が蛍狩 りの名所や
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図 1 奈良市と周辺の鳥取図 (標高を4倍に強調)

マツタケの産地であった事実からも推測されるよ

うに､この地区は典型的な里山 ･水田生態系を保

ち､農業生産地であると同時に多種多様な生物の

生育地として､自然と人間とのエコバランスを形

作っていたと考えられる｡

今でも､富雄川沿いの道を下ってみれば､まだ

まだ多くの自然や水田が存在し､のどかな田園風

景を見ることができる｡しかしこの数十年にわ

たる宅地等の開発で､かつての里山は削 り取ら

れ､多くの農地が姿を消していったO図 3におい

て､1949年と 1999年の航空写真の比較で､戦後

の 50年間の土地利用状況の変化が一瞥可能であ

る｡一面の水田地帯や丘陵地がそのまま住宅地へ

と変貌を遂げているのがよくわかる｡マツタケは

姿を消し､蛍が飛び交い魚が泳ぎまわっていたノ｣､

川 (支川)は､その名前すら忘れ去られようとし

ている｡今回の調査範囲から外れてはいるが､近

畿大学奈良キャンパスを流れるかつての西谷川も

例外ではない｡西谷川は､キャンパス南西部の桂

ノ木峠から東側にある霊山寺の裏にかけての多く

の棚田群を取り纏めるように流れていた｡第二阪

奈道路に分断され､川とは名ばかりのコンクリー

トの水路が現在の西谷川である (図 4)｡図 5に

示したキャンパス里山内における奥山である､通

称 ｢西山｣を流れる渓流と好対照を成している｡

そして､住宅建設を中心とした地域開発は今もな

お進行中である｡

一方､開発から逃れた豊山の状況はどうであろ

うか ?その多くは不便な立地条件にない限り､住

宅開発により山腹のぎりぎりまでを開発し尽くさ

れ､里山と住宅地が直接隣り合う状態になってい

る｡富雄川の両岸から里山内部の谷地にまで､可

能な限り設置されていた多くの棚田や溜池も､そ

のほとんどが放棄 ･開発され､棚田 ･溜池として

の機能を果たしているものはほんのわずかであ

る｡幸いにして近畿大学奈良キャンパスに組み込

まれることで開発を逃れた里山も例外ではなく､

その境界部にまで宅地開発が迫っている｡キャン

パス内では多数の棚田 パ留池が放置状態となって

おり､開発からは免れたが､管理の行き届かない

放棄里山となってしまっている｡

図3 1949年 (上)と1999年 (下)の航空写真 :A 

(図 2参照)は棚田修復地 (国土地理院所蔵航空写真)

図 4 西谷川

今回､近畿大学農学部における里山修復プロ

ジェクトでは､大学キャンパスを里山生態系の復
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- 人工水路 

A-Qは谷を表示 

< ⊃ l 放棄棚田

半 ため池 
B31〒 軒 `モ b 

-F ため池 (未確認 .未確定 ) B2d BI A 

JL 未調査

図 2 裏山の谷と棚田 ･ため池 (水系概略 ) 
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図 5 西山地区渓流

図 6 西山地区渓流 (降雨時)

元に関する教育 ･調査 ･研究の場として活用する

ことによって､キャンパス内に残された自然を保

全し､持続可能な人間と自然とのエコバランスシ

ステムを再構築することをEl的としている｡さら

には､キャンパス内での調査 ･研究であるという

優位性を生かし､環境教育の実践と人材育成の場

としての里山利活用を目指している｡

本報告においては､その一環として､近畿大学

奈良キャンパス内に現存する放棄棚 EElパ留池の調

査並びに復元作業､及び､キャンパス里山内の小

集水域に設置したプロット (作成進行中)におけ

る土壌～水～植生系の複合的な調査 ･研究に関し

ての経過 ･途中結果を示すとともに､今後の方向

性に関しても述べるO

近畿大学奈良キャンパスの生態に関する調査で

は､杉野 他 2)､桜谷 3)､馬場 他 4)があるが､い

ずれも植生等の生物の視点からの調査 ･研究であ

り､植生と棚田の上境や水質 ･水文との関連を調

べたものではない｡棚田の土壌や水質 ･水文に関

する分野では､たとえば､篠苫 他 5)､篠村 他 6)､

早瀬 7)､牧山 8)らの研究があるが､放棄棚田の植

生 ･土壌 ･水文 ･生物等を総合的に検討し､その

植生 ･土壌 ･水の間の物質循環システムを検討し

ているものはあまり見当たらない｡

今後は､里山内の特定集水域で､棚田 ･溜池を

中心とした土壌 ,水質 ･水文系と生態系の調査を

組み合わせた総合的視点からの検討が必要であ

り､本報告でも､その先に､この視点を意識して

いる｡ 

2.調査概要

今回の調査地は､農学部校舎の西側にある農

学部裏山地区を対象とした｡棚田 ･溜池の位置､

数､棚田面積を求めることと､対象地区内の小集

水域に設置したプロットにおける植生 ･土壌調

査が目的である｡最初に､図 2に示すように､対

象地区において谷地を含む各集水域と棚田 ･ため

池の存在場所を調査した｡この地区はもともと民

有林であり4)､30年前 くらいまでは一部で棚田

耕作が行われていた可能性が高い｡しかし､図 9 

-12に見られるごとく､放棄された棚田はその

多くが荒廃し､雑木や笹等によって立ち入りが困

難化している場所さえあるのが現状である｡この

ことは､図 8のように｡各集水域が細い水路でつ

ながった隠し田としての立地によるところも大き

いと考えられる｡図 3を詳細にみれば､本地区の

棚田群は､富雄川の河岸段丘近辺の水田群と里山

の中腹や比較的大きな谷に分布する開放型の棚田

群､及び､里山の奥谷に隠し込まれた閉鎖型の棚

田群とに分別される｡富雄川沿いの水田群は比較

的存続しており､開放系の棚田群はそのほとんど

が宅地化されているが､奥山の谷地田は真っ先に

放棄されて省みられることはなかったようである 

(植林されている棚田跡が多い)0

図6､図 7で判るように､流域形状にも起因し

て雨天時の西山地区渓流の流れは急で､水路の洗

掘と土壌流失が激しい｡奥山からの流れは多数の

集水域からの合流の結果であり､図 2より､すべ

ての集水域に谷地田が存在していたことを考慮す

れば､谷地田の復元や林地化が流れの平滑化に寄

与 し､これらの問題の緩和策として有効といえ

る 7)､8)｡また､本キャンパス里山には各タイプ

の谷地臼 (修復､放棄､植林)があるため､検証
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図 7 荒れた渓流の水路

図 8 棚田の入り口 (M入り口)

データの計測も期待できる｡

なお､谷地田と共同運用されていたため池に関

しても､同時調査を行った｡その結果､十分な水

が貯水されているため池､少量の水 しかないも

の､土砂や有機物に埋め尽くされて機能不全状態 

(湿地化)のものの 3種が確認できた (図 13､図 

図10 放棄棚田 2(し:植林地)

図 11 放棄棚田3 M) (

14､図 15)｡なお､谷頭部近傍にため池の存在を

確認できなかった集水域であっても､未発見であ

るか土砂等で埋もれた状態で存在 している可能性

が高い｡ 

3.棚田の現状

今回の調査地区は 3つの集水域に大別できる 

(図 2)0 
(DA ID地区 :上下流域が開発されて､棚

田 ･ため池が孤立して残されている地区｡

当初の棚田復元候補地｡小規模な棚田 ･

ため池が存在｡ 

②	 E-H地区､サンショウウオ保護区を含

む､調整池の西側地区 (八谷 (はったん)

街道東側): E2と Fは､棚田 ･ため池とも

保存状態は良好であるが､Elと Gは保存

状態が悪い｡特に Elはヤブ化が進んでい

る｡また､民有地を含む最下流 H近傍は
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図 12 放棄棚田4(02)

図 13 放棄ため池 1(01:未確定･湿地化)

開発されている｡ 

③	 Ⅰ-Q地区､調査プロッ ト設置地区 :多

くのノト集水域から構成されており､もっと

も多くの放棄棚田が存在しているが､状態

は一部を除きあまりよくない｡PIQJでは､

スギ植林部もあるが､大きな棚田跡が多く

明確な棚田構造やため池が確認できる｡今

回 p-Qにおいて行った棚田測量の結果を

図 16に示 した｡この部分だけで､36枚の

棚田があり､総面積 3572m2､高低差 28m

であった｡ 

0-Nは笹や低木等で埋め尽くされた湿地が

主であるが､日当たりのよい空間が広がっ

てお り､大 きな棚田構造が確認できる｡ 

Ⅰ--∫Kや Mは雑木 ･笹が多 く､Lは､荒廃

した杉植林地である｡

図 14 放棄ため池 2(01:水量少)

図 15 放棄ため池3 (A :多様な生態系) 

4.棚田修復 

A集水域において､現存のため池を生かし､放

棄棚 EElの修復作業を行っている.現在､ため池の

整備をおこない､1枚 目の棚田の修復を行ってい

る (図 17下図)｡今後は当初の計画 (図 17上図)

を拡張し､4-5枚の棚田を修復する予定である｡

さらに､その他の棚田においても､順次､修復作

業を予定している｡なお､本報告においては､山

間部における谷地田を含めて ｢棚田｣を用いてい

る｡ 

5.プロットの設置と植生及び土壌調査

里山内において､棚田や溜池が放棄され､樹木

の管理がなされないとはどういうことか ?植生管

理は里山の物質循環に作用する重要な要素であ

り､土壌の肥沃性や湧水水質にも影響を及ぼすと

考えられている 5)｡生物の多様性と土壌､水質へ
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にかけて調査 ･研究用プロッ トを作成中である 

(図 18)｡ Pl集水域内における完成済みのプロッ

9トで得 られた植生調査の結果 (表 1､図 1)は以

下の通 りである ‖ 

a.斜面上部では木が欝蒼 と生えてお り､木の密

度が高 く､種類 ･本数とも豊富であった｡ 

)0 

b.斜面下部ではクヌギ aiissmtacuuercus(Q )･

スギ y meto'z
Cr
( abaojiar mc)などの大きな木

が 目立ち､木の密度は低 く､種類 ･本数とも

少なかった｡ 

C.谷底面は棚田跡の影響がよく出てお り､背の

高い植物はほとんど生えていなかった｡ 

d.尾根沿いから谷底面に進むにつれて､樹木の

本数 ･種類数は大幅に減少するが､樹木一本

一本の胸高断面積は大きくなるO断面積 と多

II..:

..)

.'',
図 16 調査地区における放棄棚田の平面測量図 様性が反比例 している｡ 

e.急斜面 ･緩斜面や北斜面 ･南斜面によって樹

水 田 ヒ オ~トー ブ ヨ十画 予 定 地 平 面 図 種ごとの生育範囲が異なる｡有機物と土壌水

分や日射量が関係 して､棲み分けが行われて

いる｡

Om10図 18 プロット (mXI )の3D地形図

また､プロットにおいて､斜面上部から谷部に

かけての土壌断面調査を行った｡斜面の位置によ

り､それぞれ褐色森林土､水田土壌が確認できた 

0)(図 2 ｡ 

6.今後の課題とまとめ

図 17 棚田修復 (A :水田ビオトープ)

近畿大学奈良キャンパス裏山での棚田 ･ため池

の影響を生態系の物質循環システムの観点から総 の調査を通 じて､富雄の人々が里山の隅々までを

K-合的に検討するため､Pl集水域から下流の Q 利用 しつくしていたことが､はっきりと理解でき
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表 l プロット内樹木の測定データ

本数 平均直径c 最大直径c 断面積合m2 出現区画数(m) (m) ( )
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図 19 プロット内樹木の測定データ分布 (青線は尾根を示す)

た｡特に奥山のすべての谷に棚田 ･ため池システ という勢いである｡予測される中国やインド等の

ムを作 り上げていたことには驚いた｡このこと 巨大な人口の圧力に対処するためには､自然資源

は､矢田丘陵のみに限ったことではないだろう｡ の持続的な供給､すなわち､自然と人間とのエコ

まさに､究極の雨水ハ-ベスティングである｡ バランスを考慮 した生産 ･生活システムが有効な

日本の将来人口は急速な減少が見込まれ (資料 手段 と成 り得よう｡新時代の里山活用法について

1)､里山が活用されていた時代の人口に戻ろうか も考えたい｡
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尾根～斜面中腹

矢田 l統

乾性褐色森林土塊

母岩 花南岩

斜面下部

矢田 2統

湿性褐色森林土壌

母岩 花尚岩

谷部 旧棚田の平坦地

久世田統

斑紋有 灰色低地土壌 (水田土壌)

母岩 花尚岩

図 20 調査地区の土壌断面

このことを踏まえ､棚田調査を継続するととも

に､また､試験 ･研究用プロッ トにおいて､水

質 ･水文データ (雨量､流量､土壌水分量)と植

生や土壌のデータを収集 し､里山における植生 ･

土壌 ･水の間の物質循環システムを解明し､今後

の､里山修復による生態系 と人間活動の調和的発

展について検討する｡

なお､そのため､地域の社会的調査を行うとと

もに､堰､雨量計､地下水位計､土壌水分計の設

置を予定 している｡ 

7.参考 ･引用文献 

1) 竹内和彦 ･鷺谷いずみ ･恒川篤志 編 二"里山


の環境学■'､東京大学出版会 (2001)
 

2) 杉野 守 ･芦田馨 ･尾垣光治 :近畿大学奈良

キャンパス予定地の植物相調査､近畿大学環 

境科学研究所研究報告､163130(988,0-1 1 ) 
3)桜谷保之 .近畿大学奈良キャンパスの生態系


の概観､本誌 32 97 1999
､6-4( )
 
4) 馬場生織 ･岩坪五郎 :近畿大学奈良キャンパ

スの現存植生に関する生態学的研究､本誌 

34､113-149(2001) 

5) 篠官主樹 ･鳥居厚志 ･稲垣善之 ･山田毅 ●植

林に伴 う耕作放棄棚田の保水量の変化､∫Jn.p. 
So.oュPy,83-9( 4cSl.hs9,13 200) 

6) 篠村善徳 ･大久保悟 一多摩丘陵の里山におけ

る植生管理の違いが土壌の化学性 と湧水の

水質に及ぼす影響､J.pJs.fLnsaeJnnto adcp

Arhtcue 75､5755 200)
cietr､6() 4-0( 4

7) 早瀬吉雄 :水田地帯の洪水防止 ･軽減機能の


評価 と機能向上事業の提案､農土誌､621)
(0､ 

94-4 199)398( 4

8) 牧山正夫 :棚田保全の考え方､農土誌､69
 
(1)､3ト36(2001) 

9) 田捌俊雄 ･塩見正衛 :川中山間地と多面的機


能■■農林統計協会 (2002)
 
10)春山成子 編 :棚田の自然景観と文化景観､


農林統計協会 (2004)
 
ll)畠山元 :奈良キャンパス里山林の生態観察用


プロット内における植生と地形との関係､近


畿大学農学部卒業論文 (2006)
 
12)富雄町史 (1954)
 



80 奥村 博司 ･畠山元 ･山地 弘担 ･石賀 伸太郎 ･若月 利之

総人口の推移 :中位 .高位 .低位 
(千人) 

ー一′ ′ 

11184400000000 1 実績値 …ーーAは今凶掩蓋叫~- 一一 低位利､､､､十､ヽ 一､､､j､6.......00000000000000000000009 推計値主:- ~ 1 ､ 十､顎姐は一 _ ､ ､中l ､22 J実i 司稚…- 一 一高位 l50 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020 2030 2040 20


資料 1 国立社会保障 ･人口問題研究所 :日本の将来推計人口 (平成 14年 1月推計)



